
１．はじめに

　本学では、昭和 62（1987）年から平成 10（1998）

年までの体力測定は、旧文部科学省体育局が定めた

「旧スポーツテスト」の中から「体力診断テスト」の

みを実施し、その後平成 11（1999）年度からは「新

体力テスト」に則り一部改訂して進めてきたという

経緯がある。さらに平成 18（2006）年度からは、「健

康・スポーツ科学の手引き」という冊子を作成し、教

養教育科目「健康スポーツ」区分の実技科目におい

て、統一した項目の体力測定を実施している。

　これまでの測定結果については、紀要や「健康・ス

ポーツ科学の手引き」でその傾向を報告しているが、

本稿は平成 26（2014）年度のキャンパス 2 校地化以

降の 3年間の測定結果についてまとめたものである。

２．実施内容

２－１．体格および体力測定の実施項目について

　本学で実施している体力測定項目は、文部科学省が

定める「旧体力テスト」および「新体力テスト」か

ら、「背筋力」「握力」「垂直跳び」「長座体前屈（新方

式）」「反復横跳び（新方式）」「上体起こし（新方式）」

「踏み台昇降運動（旧方式）」の 7種目である。それぞ

れの種目は、文部科学省の測定手順に従って実施し

た。体格については、「身長（自己申告）」「体重」「体

脂肪率」「筋肉量」「基礎代謝量」「内臓脂肪量（レベ

ル）」「骨量」の各項目について TANITA 社製体組成

計を用いて測定した。

　測定時期は、前期・後期とも授業開始の第 2週もし

くは第 3 週目の授業時間内において実施した。なお、

体格および体力の測定ならびに健康度や運動習慣等に

関するアンケートを実施するにあたり、授業初回時に

測定の意義や目的、方法等を受講者に書面と口頭で説

明し、同意を得られたうえで行った。

２－２．対象者

　本稿の対象者は、平成 26 年度から 29 年度前期の健
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康スポーツ科目を受講した学生である。各年度、各期

（前期・後期）で受講者数に差がみられること、同時

期もしくは学期や学年を超えた重複履修者も含まれる

が、2685 名分のデータを分析の対象とした。受講者

の平均年齢は 18.68 ± 1.24 歳で、受講者の多くが 1年

生であった。比較対象とした同年齢層女性の体格につ

いては、国民健康・栄養調査（2015）を、体力測定の

全国平均値については、毎年 10 月に文部科学省体育

局が発表する体力運動能力調査報告書（2015）を引用

した。

３．結果および考察

３－１．対象者の体格について

　本稿の測定を行った対象者の体格と同年代女性の体

格を表 1に示した。開講期区分により受講者数にばら

つきがあるが、受講者のほとんどが 1年生であること

から、平成 26 年度から 29 年度の全対象者の平均値お

よび標準偏差を算出した。

　対象者の身長は 158.36 ± 5.57 ㎝、体重は 52.11 ±

6.89 ㎏、体脂肪率は 26.31 ± 4.98％、筋肉量は 35.46

± 4.17 ㎏であった。18 歳女性の身長・体重の平均値

をみると、身長が 158.8 ± 5.3 ㎝、体重は 53.4 ± 4.4

㎏であり身長は全国標準値と同程度、体重は若干軽め

であることが分かった。体脂肪率の適正範囲は、厚生

労働省によると20～25％が「普通」、30％以上を「肥

満」とし、株式会社タニタが作成した体脂肪率の判定

値では18～39歳の女性では、21～27％を標準（－）と

している。これらの値に対象者の結果を当てはめてみ

ると、標準値の範囲ではあるもののこれ以上の体脂肪

の蓄積は望ましくないといえる数値であると思われる。

３－２．各測定項目の年次変化の傾向

　各測定項目の結果は年次推移として、開講期区分ご

とに分けて平均値を算出し、横軸に実施年および開講

期区分、縦軸に測定値で記し、18 歳の全国標準値と

ともにグラフで示した。2 群間の平均の差の検定はｔ

検定を用い、有意水準を 5％未満とした。

　図 1 に背筋力の変化を示した。18 歳の全国標準値

は 80.9 ㎏であるのに対し、本学学生は一番平均値の

高い平成 28 年度後期で 71.9 ㎏、最も低い平均値は平

成 27 年度前期の 64.9 ㎏と全国標準値を大きく下回る

結果であった。  
 
 

 
 
 

 
 
 

 

図１　背筋力の変化
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　図 2には握力の変化を示した。右手も左手も全国標

準値より低く、特に左手は約 23 ㎏で推移し、全国標

準値の 26.4 ㎏を 3㎏も下回る結果であった。

表１　対象者の体格

対象者 全国標準値

人数（人） 平均値 S.D. 平均値 S.D.
身長（cm） 2,651 158.36 ± 5.57 158.8 ± 5.3
体重（kg） 2,657 52.11 ± 6.89 53.4 ± 4.4
体脂肪率（％） 2,605 26.31 ± 4.98
筋肉量（kg） 2,507 35.46 ± 4.17

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

図２　握力の変化
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　瞬発力を測る垂直跳びの変化を図 3に示した。背筋

力、握力と同様に全国平均値の 42.9 ㎝より 6 ㎝ほど

低い値で推移していた。体組成との兼ね合いから考え

て、筋肉量が少なく筋力としての発揮が十分でなかっ

たことも予想されるが、背筋力と垂直跳びは旧体力テ

ストの測定項目であり、ほとんどの学生が初めて測定

したものと思われる。測定前に十分な実施方法の説明

を行ったものの、力発揮のコツが掴めないまま測定に

臨んでいることもこのような結果をもたらした一因と

考えることができる。

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
図３　垂直跳びの変化
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　一方、長座体前屈（図 4）および上体起こし（図 5）

は全国標準値よりも良い測定結果を示すものや、反復

横跳び（図 6）、踏み台昇降運動（図 7）のように、全

国標準値と比較して大きな差がみられない項目もあっ

た。

　特に全国標準値と比較して結果の低かった背筋力、

握力、垂直跳びは、全身の筋力および瞬発力を評価す

るものであるが、対象者の体格と合わせて考えると、

全身の筋肉量が少なめであるとともに、これまでの日

常生活の中で全身の筋力を発揮する機会が少なくなっ

ていることが影響しているものと考察される。また、

敏捷性を表す反復横跳びと持久力を示す踏み台昇降運

動の指数は全国標準値と比較して筋力ほどではないも

のの、望ましい結果であるとは言い難い。健康の維持

増進にはある程度の筋力と全身の持久力は必要である

ため、今回の結果を踏まえて健康スポーツ科目の授業

において、筋力や持久力の向上を目指した内容を取り

入れるといった考慮が必要であると思われる。

３－２．運動習慣の有無と体力テスト総得点との関係

　この体格・体力測定時には、「身体・生活・サプリ

メントに関する調査」といった内容で、アンケートも

実施している。内容は、現在の体調や運動習慣、睡

眠、食事、体形（痩身願望の有無）、サプリメントの

服用についてなどである。このうち、運動習慣と体力

測定の総得点との関係を検討した（図 8）。

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

図６　反復横跳びの変化
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図７　踏み台昇降指数の変化
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図４　長座体前屈の変化
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図５　上体起こしの変化
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　週 1回以上の運動をしている学生の方が、体力測定

の総得点は高い傾向を示したが、有意差は認められな

かった。これは、定期的な運動を実施していないと答

える学生が全対象者の 66.7％を占め、週 1回以上の運

動による体力への影響をもたらすまでに至っていない

ことが窺える。日本では、2015 年 10 月 1 日に文部科

学省の外局としてスポーツ庁が発足し、スポーツ基本

法の趣旨を踏まえてスポーツの価値を具現化した発信

を行った。スポーツの実施で人生を健康で生き生きと

したものにできることや、共生社会、健康長寿社会の

実現に貢献などをポイントとして、「スポーツを通じ

て国民が生涯にわたり心身ともに健康で文化的な生活

を営む」ことができる社会の実現を目指している。具

体的には、2017 年に策定された第 2 期スポーツ基本

計画の第 3章において、今後 5年間に総合的かつ計画

的に取り組む施策を掲げ、週 1回以上のスポーツ実施

率を現状の 42.5％から 65％程度となることを政策目

標としている。週 1回以上の運動・スポーツの実施は

少なくとも体力の保持に繋がる可能性を持ち、スポー

ツ庁が掲げる健康長寿社会の実現に貢献するものと思

われる。本学の教養教育科目としての健康・スポーツ

科目は、食生活科学科は選択必修であるが他の学科は

選択科目（教職課程の選択者は 2 単位必修）であり、

必ずしも全学生が受講するわけではないが、前述し

た「定期的な運動」として健康・スポーツ科目の履修

（実施）が、体力の保持増進に貢献している事実を積

極的に周知し、学生の生涯にわたる健康生活の獲得に

寄与することが必要であると思われる。

４．まとめ

　本学の教養教育科目「健康・スポーツ」区分の実技

授業において実施されている、体格・体力測定の結果

について、平成 26（2014）年度以降の開講期区分ご

との平均値を算出し、経年変化および全国標準値との

比較を行ったところ、以下のような結果を得た。

（1 ）体格は、全国平均値と比較してほぼ同程度の身長

であったが、体重はやや軽め、体脂肪率は適正範囲

には入るものの、この両者を合わせて考えると、体

組成として筋肉量が少ない学生が多いことが推察さ

れた。

（2 ）背筋力、握力、垂直跳びといった全身の筋力を発

揮する項目では全国標準値を大きく下回り、他の測

定項目（長座体前屈、上体起こし、反復横跳び、踏

み台昇降運動）は、全国標準値と比較してやや高い

値もしくは同程度の値を示した。

（3 ）運動習慣と体力測定の総得点との関係をみると、

週 1回以上の定期的な運動を実施している学生は月

2 ～ 3 回程度もしくはほとんど運動していない学生

に比べて総得点が高い傾向がみられた。

　これらの結果から、本稿の対象者である健康・ス

ポーツ科目の履修者は体格的には全国平均と大きな差

はないものの、体力的には筋力、瞬発力が劣ってお

り、この点を考慮した授業内容を計画していく必要が

あると考えられる。
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図８　運動習慣別の体力テスト総得点

週 1回以上の運動 月2～ 3回またはほとんどしていない
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